






本日のサマリですが、わたしから特にお伝えしたいポイントは、経常利益が13年ぶりに
最高益を更新したこと、 5年連続で増配を実施できること、の２点です。以下、順にご
説明いたします。
2018年3月期は、期中2回業績予想を上方修正しましたが、2回目の予想よりも売上
高から当期純利益に至るまで計画を過達しました。
また、前年に税効果が14億円ほどありましたが、それがなかったこととすると、売上高から
当期純利益まで増収増益ということになります。
そして、2019年3月期の見通しについては今回発表を控えましたが、「中期経営計画の
目標数値を頑張りたい」「旗を下ろしたくない」ということで、あえて数字は出しませんでした。
上期が終わった時点で、2019年3月期予想については、公表したいと考えております。
事業環境については、電子部品事業はEMS中心に引き続き好調です。情報機器事業
は、住宅施設向けの大口需要が一服しており、何でカバーしていくか、がポイントです。
2019年3月期の配当は、70円を据え置きといたしました。





まず、2018年3月期の実績について、わたしからは利益に関して３点申し上げます。
１つ目は、上方修正した計画を過達できたということです。有言実行を果たせたのでは
ないかと思います。
２つ目は、遊技機器向けビジネスが厳しい状況でしたが、EMS並びに住宅や商業施設
向けのビジネスが伸びたため、増収できたということです。
３つ目が利益率です。当社は「利益重視の経営」を目指しており、中期経営計画3年
目として「手応えあり」と感じております。



2019年3月期の見通しについては、電子部品事業は順調に推移すると思っておりますが、
先行きに不透明な部分があります。部品の供給が思うようにいかない状況です。
メーカー各社が設備投資を控えていたこともあり、部品の需給バランスが悪く、いかに
部品調達ができるかがとても重要になってくると思います。
EMSは１点の部品が足らなくても製品が作れませんので、部品集めが大変なことになると
思います。この状況はまだ2年続くとも言われており、メーカーさん共々気を付けていきたい
と思っております。



４つのセグメントごとの環境認識と取組みについてご説明いたします。
電子部品事業は、「車載」「空調」「医療」といった当社の重点分野が好調でした。
情報機器事業は、大口の住宅向けが一服しておりますが、大型商業施設並びに
コンビニ向けの省エネ商材が期末から伸びてきておりますので、その辺を伸ばしていきたいと
思います。
ソフトウェア事業は、遊技機器が引き続き弱含みですが、VRですとかARの商材で
なんとか加速をさせていきたいと思っております。
その他の事業は、修理・サービス・リユース・リサイクルといった環境配慮型のビジネスが
好調ですので、能力増強を準備しているところです。





中期経営計画の「おさらい」になりますが、基本方針は（１）収益基盤の強化、（２）
新規事業の創出、（３）経営基盤の強化。数字的には、計画最終年度である2019
年3月期に[売上高2,900億円、経常利益100億円 、ROE 8%以上]を謳っておりま
すが、「利益重視の経営」の観点から、経常利益100億円は何とか達成したいと思ってお
ります。「次世代の加賀電子の準備期間」ということでは、業界No.1に
なれるよう、世界の大手企業と伍して戦えるよう、頑張っていきたいと思っております。



「収益性の改善」について、売上総利益と販管費の二つの点からご説明いたします。
売上総利益について、グラフの一番左に最高益を出した2005年3月期の数字を入れて
います。その右側の４本は、私が社長になった2015年3月期から2018年3月期までの
数字を入れています。売上総利益率は、徐々にではありますが上がってきており、更に
14％台～15％台を狙っていきたいと思っております。
付加価値型のEMSビジネスを伸ばしており、2005年当時にはなかった「車載」や
「医療」を追いかけてきたことが、良い数字になってきているということです。その逆に、従来
からの稼ぎ頭であった遊技機器の売上高がかなり減少しています。それをEMSビジネス
だけではなく、大型商業施設、コンビニ向けのビジネスが拡大してきており、その辺で
カバーしていきたいと思っております。



販管費は2005年に比べると子会社数も増え、売上高も増えていることから上がっていま
すが、この中期経営計画の3年間は、額も率もコントロール出来ていると思っております。
販管費率は、早いうちに10％を切ることで、営業利益の幅を広げていきたいと思っており
ます。
この3年、構造改革を進めてきました。 2016年には、情報機器事業に係わるグループ
3社を統合しました。2017年に関しては、SiC基盤の開発・製造を行うグループ会社
「サイコックス」を住友金属鉱山さんに51％の株を買って頂きました。今年に入って、
国内の製造子会社2社を統合しました。
グループ全体の再編統合は概ね完了できた、と今のところ認識しております。



５つのテーマを掲げて成長戦略を立てていますが、まず「EMSビジネス」に関しては海外拠
点を拡充してきました。「車載」は照明分野の Tier1への納入、部品販売では 電気自
動車やプラグインハイブリッド車に使われるドイツ製電流センサの販売を開始しました。また、
インターネット対応のカーナビ用通信モジュールが好調に推移しています。
「通信」関係では、LPWA の本格立ち上げに向けてモジュールやデバイスの開発、顧客
開拓を今おこなっているところです。
「M&A」と「ベンチャー投資」に関しましては後ほど申し上げます。
それぞれの進捗度の評価を私なりに一番右に「〇」と「◎」でつけていますが、そこそこの
進捗状況ではないかと思っております。



「EMS ビジネスの海外展開」についてご説明します。
2016年9月にメキシコに設立しまして、工場予定地の変更とか色々ありまして、稼働が
今年の1月に遅れてしまいました。2017年7月にベトナムに設立しまして、今年の3月から
稼働しています。12月、トルコに会社を作りまして、今年の10月から稼働する予定です。
あとインドに会社を作って来年稼働させようと思っています。この辺でグローバル拠点の整
備は第１フェーズが完了となります。
「お客様の工場のそばにはいつも加賀電子がいる」という体制が出来上がったと思っており
ます。



新基幹業務システムの導入についてご説明します。
これまで当社オリジナルで作っていました。業界でいう“スクラッチ”ということですが、独自で
継ぎ足し継ぎ足しでやっていて、会社の規模の割にかなり脆弱なシステムになってしまいま
した。特にEMSビジネスでグローバル展開をする上では、今のシステムでは業務改革に
よるコスト削減に至らないため、「SAP S/4HANA」を導入することを決定しました。2020
年4月に稼働する予定です。その後、順次海外・国内に展開していく予定で、
数兆円規模のオペレーションにも耐え得るというシステムになると思っております。



ベンチャー投資は、3年で50億円投資することを昨年決定しましたが、今現在17社に10
億円程度出資しています。
私どもの出資は、投資先の会社に入り込むということではなく、投資先の製品や技術、
サービスなどを当社の生産活動や販売活動に結び付けることを狙いにしていますので、
5年10年先に当社の収益として大きく花開くところが多々出てくるものと思っております。
ターゲットしている領域は、「車載」「環境」「通信」「医療・ヘルスケア」といったところです。



株主還元については、「配当性向25%から35%を確保しつつ安定的な配当の実施を
目標とする」ことを基本方針にしております。
ご覧いただけますように、5年連続増配を続けています。
引き続き頑張っていきたいと思いますので、ご支援ご協力のほどよろしくお願い申し上げま
す。





2018年3月期の売上高は2,359億2,100万円、前年比87億1,200万円の増収で
した。上方修正した最後の計画が2,320億円でしたので39億2,100万円予想を上回
ることができました。
売上総利益は、324億9,800万円、売上総利益率は13.8%となり、過去最高の
利益率となっております。売上総利益の前年比較では12億7,300万円増益、予想比
では2億4,800万円増益となっております。
販売費及び一般管理費は、243億7,900万円となり、ほぼ横ばいです。
結果、営業利益は81億1,900万円となり、前年比では12億4,000万円増益、
予想比では1億1,900万円増益となっております。
経常利益は87億4,000万円となり、前年比13億9,700万円の増益、予想比では
4,000万円上にいっております。
親会社株主に帰属する当期純利益は64億9,000万円となり、4億8,500万円減少し
ております。予想比では4,000万円上回っておりました。2017年3月期が、子会社の再
編による繰延税金資産等の活用で税率が10.8％と異常に低かったことが要因です。
2018年3月期は30%、と通常の税率に戻っております。
結果、１株当たり当期純利益は236円58銭となり、前期に比べて12円85銭減少して
おります。



事業部門別の業績となります。
左側が売上高、右側が営業利益のグラフとなっております。当社の場合は、電子部品の
事業と情報機器の事業が9割強占めておりますので、こちらを主に説明させていただきます。



電子部品事業は、2018年3月期実績の売上高は1,722億4,800万円となり、前年
比10億2,000万円の増加（0.6%増）でした。予想に比べて7億4,800万円増加
（0.4%増）となっております。
セグメント利益は53億1,200万円、前年比では3億9,500万円増益（8%増）、
予想比では1億8,700万円（3.4%減）の未達となっております。
全体としましては、遊技機器向けの取引が非常に苦戦しました。こちらは法制度の規制
の影響によるものです。代わりに、産業機器、医療機器、事務機器向けのEMSビジネス
が好調に推移しまして、その結果、前年比増収増益で着地することができております。



情報機器事業の売上高は475億8,200万円、前年比で50億3,400万円増収
（11.8%増）でした。
セグメント利益は22億200万円となり、7億1,000万円の増益（47.7%増）でした。
予想比では売上高が5億8,200万円の増加、セグメント利益1億200万円の増加と
なっております。
こちらは住宅向け、商業施設向けの商材が好調だったこと、PCが市場自体はあまり芳しく
ない中で、販売等でそれなりの数字を残すことができたことが、実績につながっております。



地域別の売上高に移ります。
2018年3月期は、日本での売上高が1,490億2,400万円となりました。前年比で
28億8,700万円減少（1.9%減）という結果です。
北米は86億2,800万円となり、前期比26億3,300万円増加（43.9%増）です。
欧州は40億3,400万円となり、前期比15億1,500万円増加（60.2%増）です。
東アジアは742億3,400万円となり、74億5,100万円増加（11.2%増）となっており
ます。
予想比では、東アジアが未達になっておりますが、日本・北米・欧州が前回予想より
増加しております。
日本での売上高が減少しておりますのは、遊技機器市場の低迷によるものです。
海外は全地域で好調に推移しましたが、北米では医療、車載関連の取引が増加したこ
と、欧州では空調機器関連が増加したこと、東アジアではEMS事業全般が好調だったこ
とが、主な要因となっております。



為替レートを一覧表にしたものです。年間の平均レートを記載しております。
2018年3月期の為替レートは 、米国ドルが110.85円、タイバーツが3.36円、人民元
が16.63円、香港ドル14.20円となっております。前回の説明会の時、「海外子会社の
取引の割合は、凡そ1/3くらい」とご説明しましたが、今回精査しました結果、当社グルー
プ全体の外貨建ての取引は凡そ47%。連結売上高が2,359億円ですから、そのうち
1,110億円が外貨建ての取引高だったという結果となっております。
その外貨取引のうち、米国ドルが約半分、そしてタイバーツが2割、人民元・香港ドルを合
わせたもので3割弱、そんなイメージを持っていただければよろしいかと思います。
右側は2018年3月期ベースで、１円の為替変動がおきた場合の売上高と経常利益
の影響額をご参考に記載しております。米国ドルが1円変動することによって売上高が
4億7,600万円増減、経常利益は2,400万円増減するということです。タイバーツは
1円の変動の影響は大きいので1%の変動ですと、売上高は1億8,800万円、経常利
益1,100万円増減します。人民元も1%変動すると売上高が1億4,000万円、経常利
益1,000万円の増減、香港ドルは売上高が1億7,400万円、経常利益500万円の増
減となります。



続きまして、財政状態の主要項目となります。
まず資産の部ですが、総資産は1,294億9,300万円となり、37億4,200万円の増加と
なっております。うち流動資産が1,050億9,700万円、14億 1,300万円の増加、
固定資産は243億9,500万円、23億2,800万円の増加となっております。
続いて負債・純資産につきましては、負債の部が588億6,100万円、9億5,800万の減
少、純資産は706億3,100万円、46億9,900万円の増加となっております。



続いて棚卸資産です。
2018年3月末の棚卸資産の合計は194億5,500万円となり、1億3,000万円の
増加となっております。
在庫の回転日数、これは売上原価をベースにしてとったものですが、2018年3月期は
34.9日で、その前の期が36日でしたので、1日程在庫回転日数が改善しております。
売掛金・買掛金につきましては、売掛金等の合計額が498億4,100万円、買掛金等の
合計額363億9,200万円となり、売掛・買掛とも前の期に比較して減少しております。ま
た売掛金の回転日数は77.1日、買掛金の回転日数は65.3日ということで、
その前の期が売掛金83.6日、買掛金69.9日ということで、その差は13.6日ありましたが、
こちらも11.8日に改善しております。
棚卸資産の回転日数の減少、そして売掛金・買掛金のこの差による立替日数の減少と
いうところでも、財務的には筋肉質な体質になったということが読み取れるかと思います。



現預金・有利子負債ですが、現預金の残高は308億300万円となり、43億8,000万
円の増加でした。
有利子負債は89億円まで減少、前の期に比べて9億500万円の減少となっております。
D/Eレシオは0.13となっております。
次にキャッシュフローですが、2018年3月期は営業キャッシュフロー100億7,700万円、こ
ちらは当期純利益の獲得によるものです。
投資キャッシュフローが41億7,300万円となっておりまして、有価証券と固定資産の
取得によるものが主なのものです。
財務キャッシュフローは28億1,100万円となっておりまして、配当金の支払等、長期借入
金の返済によるものです。100億円の営業キャッシュフローの獲得によって、将来に向けて
の投資、そして財務の改善もできたという年でした。



自己資本比率は54.5%となり、前年に比べて2.1ポイントほど改善することができており
ます。
ROEですが、2018年3月期は9.5%となりました。その前の期は法人税等に特殊要因
があったため10.9%と高かったのですが、それがなくなり通常の状態に戻ったということです。
それでも、前々期に比べると0.5%は改善していることになります。



このページでは、いくつかの数字を競合他社と比較しております。当社は一番濃い青色の
ラインになっておりまして、A社は部品商社の大手です。B社、C社はEMSの大手です。
売上総利益率でみると、A社、B社、C社に比べると当社の収益力、利益率は高いと
思われます。
ROEは、今3番手くらい。それから当期純利益率については2.8%で、もう少しでトップの
ところにきている状況。自己資本比率は、一番上をいってると考えております。



今後のIRの日程ですが、2019年3月期の業績予想は第2四半期の決算発表とともに、
公表させていただきたいと思っております。
また、今年度は中期経営計画の最終年度にあたりますので、新しい中長期業績に関し
て計画策定をやっておりますので、今年の秋ぐらいには公表させていただきたいと思います。

最後に、本日の取締役会において、「譲渡制限付株式報酬制度の導入」を決定しまし
た。6月末の株主総会で、「取締役の役員退職慰労金制度を廃止し、代わりに譲渡制
限付株式報酬制度を導入する」という議案を付議することにしております。これによって、
役員は今後の退職慰労金相当を全て株式で受け取ることになりますので、役員全員が、
当社の成長に向けて一丸となって、より一層努力するという意思表示とご理解いただけれ
ばと思います。
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